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2018年 5月 24日 

 

受益者の皆さまへ 

三井住友アセットマネジメント株式会社 

アジア好利回りリート・ファンド・トルコリラの基準価額下落について 

（5月24日の基準価額の変動要因についてのお知らせ） 

 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 

2018年 5月 24日、以下のファンドの基準価額が前営業日比 5％以上の下落となりましたので、要因等につ
いてご報告致します。 

 

1.基準価額が前営業日比 5％以上下落したファンドの名称とその状況 

 

ファンド名 基準価額（円）
（2018年5月24日）

前営業日比（円）
（2018年5月23日比）

変動率

アジア好利回りリート・ファンド・トルコリラ 3,661 -236 -6.06%  

 

2.基準価額の変動要因等について 

「アジア好利回りリート・ファンド・トルコリラ」の基準価額下落の主な要因は、トルコリラの下落によるものです。米
国の利上げ観測などを背景に新興国通貨市場では全般的に資本流出の動きがあるなか、トルコでは経常赤字
の拡大基調や政治リスクが警戒されていました。5月22日には大手格付け会社が、エルドアン大統領による権限
統制からトルコ中央銀行の独立性が損なわれ同国国債の信用力がさらに低下することへの懸念を表明したことを
受け、トルコリラは一段と下落しました。 

一方、不動産投資信託（リート）市場への影響は限定的でした。5月21日から5月23日にかけて、リート市
場は、シンガポールで小幅に下落したものの、香港やオーストラリアでは上昇しました。米国の10年国債利回りが
3％を上回って推移するなど、世界的に金利上昇傾向が続いていますが、アジア・オセアニアリート市場への織り込
みは進んでおり、同市場は底堅い動きが続いています。 

 

3.今後の見通し 

トルコ中央銀行は足元のトルコリラ急落を受けて、5月23日の緊急会合で政策金利の引き上げを決定しまし
た。しかし、物価高や経常収支悪化など今後のトルコ経済に対する不透明感から、トルコリラにつきましては引き
続き変動性の高い状況が続くと見込まれます。 
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アジア・オセアニアリート市場につきましては、安定的な不動産収入を源泉として、中長期的な投資魅力度は
高まっています。FRB（米連邦準備制度理事会）は利上げを継続する方向ですが、適切な金融政策のもとで
世界経済の拡大継続が見込まれることは、アジア・オセアニアの不動産市場にも好影響を与えると考えています。
短期的な相場の変動にとらわれず、引き続き個々のリートの成長性や経営の質を重視した運用を行ってまいりま
す。 

以上 
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